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愛愛知知県県感感染染症症情情報報
Infectious Diseases Weekly Report  

平成 19年 4週（1月 4週 1/22～1/28） 

《作成》 愛知県感染症情報センター（愛知県衛生研究所内）

E-mail：eiseiken@pref.aichi.lg.jp

連絡先：052-910-5619 （企画情報部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今週の内容 ◆ 
・注意する感染症          ・全数把握感染症発生状況  
・病原体検出情報          ・五類定点把握感染症報告数  
・定点医療機関コメント           （保健所別、年齢別） 

 注意する感染症 

 
◎ インフルエンザ注意報の発令と「集団かぜ」の発生（第 13～17報） 
 

インフルエンザ
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感染症発生動向調査におけるインフルエンザにつ
いては 4週の定点あたり患者報告数は 7.95 人（前週
比 2.9倍、539人→1,551 人）と増加しました。6保
健所管内で（下図参照）定点あたり患者報告数が
10.0 人以上となったため、2月 1日付けでインフル
エンザ注意報が発令されました。 
「集団かぜ」は 1月 31日現在で延べ118施設から
報告されています（概要は以下の発表内容をご覧く
ださい）。これまでの患者からインフルエンザウイル
ス A香港型および B型が分離されています。 
 
【発表内容】 
・インフルエンザ注意報；http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hodo070201flu.pdf
・第 13報；http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hodo070125.pdf

  ・第 14報；http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hodo070126.pdf
  ・第 15報；http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hodo070129.pdf
・第 16報；http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hodo070130.pdf
・第 17報；http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/hodo070131.pdf

   
【参考ページ】 
インフルエンザウイルス分離状況 http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/67f/infbunri06_07.html

図 保健所別定点あたりのインフルエンザ患者報告状況 
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◆ 伝染性紅斑 （http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/ringo.html） 
 
4 週の定点あたり患者報告数は 1.40 人（前週
比 1.1倍、238人→254人）と、過去 8年間で最
も患者報告数が多い状態が続いています。 

伝染性紅斑
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1 月 25日に注意情報を発表しました。詳しく
は以下の発表内容をご覧ください。 
本疾患は定点あたり患者報告数が 2.0 人以上
で警報が出され、1.0 人未満になるまで継続し
ます。 
  
【発表内容】 
http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/ 
hodo070125ringo.pdf 
 
 
◆ RSウイルス感染症（http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/67f/rs.html） 
 

ＲＳウイルス感染症
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4 週の定点あたり患者報告数は 1.66 人（前
週比1.4倍、217人→302人）と増加しました。
全国的にも昨年末から増加が続いています
（国立感染症研究所・感染症週報第 1週・第
2週合併号）。 
  (http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/idwr/
Idwr2007/idwr2007-01_02.pdf) 
 
 
 
 
 
 

 
◆ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
（http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/yourenkin.html） 

   
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎
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4 週の定点あたり患者報告数は 2.22 人
（前週比1.2倍、344人→404人）と増加し、
過去 8年間の同時期で最高の患者報告数と
なっています。 
本疾患は定点あたり患者報告数が4.0人
以上で警報が出され、2.0 人未満になるま
で継続します。 
 
 
 
 
 
   
※ その他のグラフは「グラフ総覧」をご覧ください。 
  http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/graph.pdf
※ 愛知県感染症情報センター  
   http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/kansen.html
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病原体検出情報                                       1月 31日現在 

平成 18年度疾患別ウイルス検出情報 
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患者数 412(280) 133(9) 92(5) 27(3) 55 65(8) 4 55(46)

PV-1 7(4) - 1 - - - - -

PV-2 6(4) - - - - - - -

PV-3 11(10) - - - - - - -

CV-A2 - - 1 - - - 1 -

CV-A4 - - 39 - - - - -

CV-A5 - - 9(1) - - - - -

CV-A16 - 15(2) 2 - - 1 - -

EV-71 1 58 - - - 4(1) - -

CV-A9 1 1 1 - - 1 - -

CV-B2 - - 1(1) - - 1(1) - -

CV-B3 - 2 - - - - - -

CV-B4 2 - 2 - - - - -

CV-B5 - - - - - 1(1) - -

E-7 1 - - - - - - -

E-18 7(1) - 1 - - 8(1) - -

E-25 5(1) 1 - - - - - -

HPeV-1 1 - - - - - - -

HPeV-3 3 3 2 - - 2 - -

HPeV-4 1 - - - - - - -

Flu.AH1 - - - - - - - 1(1)

Flu.AH3 - - - - - - - 7(7)

Flu.B - - - - - - - 16(12)

HMPV - - - - - 1 - -

Rota A-G1 6 - - - - - - -

Rota A-G3 8 - - - - - - -

NV-G1 1 - - - - - - -

NV-G2 49(48) - - - - - - -

Ad-1 5 - 1 - - - - -

Ad-2 4(4) - 2 2(1) - - - -

Ad-3 6(2) 3 3 17(2) 14 - - -

Ad-4 - - - 1 - - - -

Ad-5 5(3) - 1 - - - - -

Ad-6 2(1) - - - - - - -

Ad-31 1 - - - - - - -

Ad-37 - - - - 6 - - -

Ad-41 5(2) - - - - - - -

検査中 145(145) 7(7) 2(2) - 3(3) - 24(24)

陰性 143(63) 44 7 3527(1) 43(1) 3 7(2)

(  )：10 月以降の患者数を再掲しました。  

PV：ポリオウイルス Flu.B ：B型インフルエンザウイルス 

CV-A：コクサッキーウイルスA型 HMPV：ヒトメタニューモウイルス 

CV-B：コクサッキーウイルスB型 Rota A-G1：Ａ群ロタウイルス 1型 

EV-71：エンテロウイルス 71型 Rota A-G3：Ａ群ロタウイルス 3型 

E：エコーウイルス NV-G1：ノロウイルス 1型 

HPeV：ヒトパレコウイルス NV-G2：ノロウイルス 2型 

Flu.AH1 ：A ソ連型インフルエンザウイルス Ad：アデノウイルス 

Flu.AH3 ：A香港型インフルエンザウイルス  
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定点医療機関コメント（名古屋市除く） 

尾張西部地区 

● インフルエンザＡ型 3名(2～9歳)  
  Ｂ型 4名(すべて 7歳) 
  Ｂ型の 1例以外すべてワクチン歴あり 

【一宮市 あさのこどもクリニック】
● 水痘 4名 1名はワクチン済み 
  伝染性紅斑 4名 
  インフルエンザＢ型 10歳女 

【一宮市 後藤小児科医院】
● 病原性大腸菌 Ｏ18 2歳女、Ｏ74 3歳女 
マイコプラズマ肺炎 5名 
インフルエンザはすべてＢ型 

【一宮市 城後小児科】
● インフルエンザ8名(Ａ型4名、Ｂ型4名) 

【一宮市 一宮市立市民病院】
● インフルエンザＡ型で 3名ともに未接種
でした。 

【一宮市 医療法人かすがい内科】
● インフルエンザＡ型 2例、Ｂ型 4例 
  花粉症がはじまった様です。 

【犬山市 武内医院】
● インフルエンザＢ型 16例、Ａ型 1例。 
  水痘、溶連菌感染症多し。 
  学級閉鎖 2クラスあり。 
【岩倉市 医療法人なかよしこどもクリニック】
● Ｂ型インフルエンザ 1名 

【扶桑町 いずみ内科】

● インフルエンザ 9名（Ａ型 3名、Ｂ型 6名）
と、少し増加しています。 
  水痘、感染性胃腸炎少し目立ちます。 
  2 歳男 Ｅ.ｃｏｌｉ Ｏ15（＋）、ＶＴ(－)、
  1 歳男 カンピロバクター（＋） 

【江南市 みやぐちこどもクリニック】
● インフルエンザＡ型 1 名、他はインフル
エンザＢ型です。 

【春日町 丹羽医院】
● Ａ型インフルエンザ 16名 
  Ｂ型インフルエンザ 8名 
  2 歳女 病原性大腸菌(Ｏ25)検出 
  4 歳男、2歳女 病原性大腸菌(Ｏ18)検出、
兄妹です。  

【北名古屋市 田中クリニック】
● インフルエンザＢ型 3名 

【愛西市 まえだこどもクリニック】
● インフルエンザはすべてＢ型です。 

【愛西市 医療法人谷本医院】
● Ａ型 1、Ｂ型 44 

【七宝町 医療法人村上医院】
● インフルエンザＡ型 2名  
  インフルエンザＢ型 2名 

【津島市 医療法人参育会加藤医院】

尾張東部地区 

● インフルエンザはＢ型のみ 8名。 
  ＲＳウイルス感染症が多く、溶連菌感染
症も増えました。 
  インフルエンザ8例中3例は予防接種済み。

【瀬戸市 津田こどもクリニック】
● インフルエンザ成人例でＡ型がみられる
ようになりました。 
  小児はＢ型ばかりです。 
  その他、溶連菌感染症、伝染性紅斑、水
痘等小流行みられます。 
【尾張旭市 医療法人誠和会佐伯小児科医院】
● ＲＳウイルス感染症の入院多いです。 
  インフルエンザＢ型が出てきています。

【春日井市 春日井市民病院】
● Ａ型インフルエンザ 4 例 
  Ｂ型インフルエンザ 7 例 
  Ａ・Ｂ陽性 1例 

【春日井市 朝宮こどもクリニック】
● 6 歳男、イムノカードＳＴアデノ（＋）

【春日井市 竹内医院】
● ＲＳ：Ｆｌｕ＝15：15 
  3歳以下はＲＳ,4歳以上はFluでした。 
  Flu では 1家族 3名のＡ型を除き、他は
Ｂ型です。 
  溶連菌感染症が多くみられます。 

【小牧市 志水こどもクリニック】
● インフルエンザＢ型 2名でました。  
【小牧市 医療法人心正会鈴木小児科】

● インフルエンザは 1 例Ａ型、他 10 例はＢ
型です。 
  ＲＳ、ロタで入院あり。 

【小牧市 小牧市民病院】
● インフルエンザＢ型 42 歳、12 歳、17 歳 2
名、13 歳、14 歳、11 歳すべて男性 

【半田市 医療法人林医院】
● インフルエンザＡ型 4名、Ｂ型 6名 

【半田市 半田市立半田病院】
● インフルエンザＡ型 12 名、Ｂ型 5名 
【半田市 医療法人おっかわこどもクリニック】
● インフルエンザＡ型 3名、Ｂ型 1名 

【南知多町 医療法人大岩医院】
● マイコプラズマ肺炎 3歳、4歳女 

【美浜町 厚生連知多厚生病院】
● 1 人でＡ,Ｂがでました。 

【常滑市 常滑市民病院】
● 1～7歳、10～14 歳 Ｂ型 
  8 歳、20～39 歳 Ａ型 

【東海市 東海市民病院】
● インフルエンザすべてＢ型でした。 

【東海市 小児科ハヤカワ医院】
● Ｂ型インフルエンザ 男7歳、女10歳、男5
歳、男13歳、男4歳、男7歳、男11歳 
  Ａ型 男 7歳、男 10 歳、男 10 歳 
  インフルエンザテスト陽性中Ａ型 3名、Ｂ
型 7名 
【大府市 まえはらこどもクリニック】
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西三河地区 

● インフルエンザ（Ａ型）3名 
  インフルエンザ（Ｂ型）2名 
  8 歳男 Ｅ.coli(Ｏ111) 
  キャピリアアデノ（＋） 1名 
  ＲＳＶエグザマン（＋） 6名 
  StrepＡ（＋） 8名 
【豊田市 星ヶ丘たなかこどもクリニック】
● インフルエンザＢ型 9人 

【豊田市 田中小児科医院】
● インフルエンザはＡ型 9例、Ｂ型 8例と
混在  

【岡崎市 花田こどもクリニック】
● 1歳男、1歳女 ロタウイルス感染症 
  インフルエンザＡ型 2人（ワクチン済）
  インフルエンザＢ型 16 人（ワクチン 7
人済） 
  溶連菌感染症多いです。 
  インフルエンザ増えてきました。 

【岡崎市 竜美ヶ丘小児科】
● インフルエンザＡ型 2歳男、8歳女、9
歳男 
  病原性大腸菌Ｏ125（＋）、ＶＴ(-) 11
か月男 
  アデノ（＋）1歳 2人 
  マイコプラズマ肺炎 4歳女、10歳男、
11歳男、9歳女 
  病原性大腸菌Ｏ1（＋）ＶＴ(-) 1 歳女、
2歳男 

【岡崎市 にいのみ小児科】
● インフルエンザは、Ａ型 1名（ワクチン
接種済）、Ｂ型 7名（内 5名はワクチン接種
済） 
【岡崎市 医療法人川島小児科水野医院】

● インフルエンザＡ型 2名（4歳男、8歳男）、
Ｂ型 1名（6歳男） 

【岡崎市 粟屋医院】
● インフルエンザＡ型 1名、Ｂ型 3名 
  限られた地域で感染拡大しているようです。 

【岡崎市 村山医院】
● インフルエンザ出始めました。 
  Ａ・Ｂほぼ半数です。 

【碧南市 永井小児クリニック】
● インフルエンザが出てきました。すべてＢ
型です。 

【刈谷市 まついこどもクリニック】
● インフルエンザすべてＢ型 
  Rota：1歳女、6か月男 
  Myco [IgM（＋）] 6歳女、10歳男 

【刈谷市 田和小児科医院】
● インフルエンザ Ａ型 3、Ｂ型 20 

【安城市 厚生連安城更生病院】
● インフルエンザＡ型 2名、Ｂ型 3名 ワク
チン接種なし 

【安城市 医療法人鳥居医院】
● インフルエンザＡ型 1名、Ｂ型 10名 
  感染性胃腸炎 32名 
  伝染性紅斑 5名 

【知立市 宮谷クリニック】
● インフルエンザ Ａ型 1名、Ｂ型 8名 
  インフルエンザが増え始めました。 

【三好町 三好町民病院】
● インフルエンザ 9人全てＢ型  

【西尾市 山岸クリニック】
● 6歳女 サルモネラＯ8 
  8 歳男 病原性大腸菌Ｏ1 ＶＴ-  

【幸田町 とみた小児科】

東三河地区 

● ＲＳウイルス感染症流行中、幼稚園で集
団発生しているところもあります。 
 インフルエンザＡ型 2名 
 インフルエンザＢ型 9名 
【豊橋市 医療法人こどもの国大谷小児科】
● Ｂ型インフルエンザ中心に増えてきてい
ます。 
【豊橋市 あずまだこどもクリニック】

● 1歳女 マイコプラズマ気管支炎 
  4 歳女 マイコプラズマ肺炎 

【豊橋市 医療法人野村小児科】
● インフルエンザはＡ型 3名、Ｂ型 5名の
計 8名で、Ａ型 3名は同一保育園でした 
【豊橋市 医療法人羽柴クリニック】

● インフルエンザ 1件はＢ型 
【東栄町 国民健康保険東栄病院】

● インフルエンザＡ.Ｂともでています。 
  ロタウイルス腸炎散発 

【豊川市 豊川市民病院】
● Ｅ-coli（Ｏ-18) 4 歳男  

【豊川市 ささき小児科】
● 一地域でのインフルエンザＢが広がって
います。 

【田原市 かわせ小児科】
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一～三類感染症の発生状況  －愛知県 (名古屋市を除く。 )－  

 ＜関連リンク＞  届出基準  (http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/todokedekijun060612.pdf) 

● 細菌性赤痢 （二類感染症） 

番号 
報 告 
保健所 

年齢 性別 
発病 
月日 

初診 
月日 

診定 
月日 

備 考 

1 知 多 21 女 1／23 1／28 1／31 
推定感染地域；ケニア 

＜5週報告分＞ 

● 腸管出血性大腸菌感染症 （三類感染症） 

番号 
報 告 
保健所 

年齢 性別 
発病 
月日 

初診 
月日 

診定 
月日 

Ｏ血清型、ベロ毒素型 

1 一 宮 5 女 12／25 12／25 12／30 
Ｏ157、ＶＴ1・ＶＴ2 (+) 
＜52週分・追加報告＞

 

四類・五類（全数把握）感染症の発生状況  －愛知県(名古屋市を除く。)－ 
 
● つつが虫病 1例 ＜3週報掲載分・再掲＞ 

● アメーバ赤痢 2例 

  ① 推定感染地域；国内、推定感染経路；性的接触 ＜3週報掲載分・再掲＞ 

② 推定感染地域；国内、推定感染経路；性的接触  

 

http://www.pref.aichi.jp/eiseiken/2f/todokedekijun060612.pdf


愛知県感染症情報

2007年第4週（平成19年1月22日～平成19年1月28日）
愛知県衛生研究所
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195 182 35 51 13 302 1,551 50 404 912 335 39 254 111 1 0 4 2 67 0 20 0 0 8 0 0

125 112 24 37 12 254 1,015 31 254 612 257 24 182 90 1 0 4 2 59 0 13 0 0 7 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 48 536 19 150 300 78 15 72 21 0 0 0 0 8 0 7 1
尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 38 86 6 24 22 23 0 6 2 0 0 0 0 3 0 1 2
海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 1 84 0 12 61 19 5 12 11 0 0 0 0 0 0 1 3
尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 0 55 0 3 22 6 0 5 2 0 0 0 0 0 0 1
尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 4 55 0 16 37 26 1 14 9 0 0 0 0 0 0 4
尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 42 78 5 28 49 9 0 17 8 1 0 2 0 2 0 0

江 南 6 6 1 2 4 41 4 18 40 21 0 4 14 0 0 0 0 2 0 2
知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 13 78 2 16 37 19 5 9 7 0 0 1 2 7 0 0 1

知 多 7 7 2 2 28 79 2 11 27 21 2 35 5 0 0 0 0 11 0 1
西 三 河 南 部 岡 崎 市 11 7 2 2 1 7 69 2 27 28 19 5 16 7 0 0 0 0 17 0 0

衣 浦 東 部 13 13 2 4 1 27 151 4 24 86 31 0 14 6 0 0 1 0 2 0 0
西 尾 5 5 1 2 1 4 13 0 11 21 3 0 7 1 0 0 0 0 4

西 三 河 北 部 豊 田 市 9 9 2 4 1 23 103 1 22 54 20 3 13 7 0 0 0 0 2 0 0 1
東 三 河 南 部 豊 橋 市 12 8 2 4 1 40 92 1 22 47 21 2 15 7 0 0 0 0 2 0 2

豊 川 9 8 1 2 1 23 27 4 18 79 19 1 15 4 0 0 0 0 7 0 1
東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 0 4 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)



愛知県感染症情報

2007年第4週（平成19年1月22日～平成19年1月28日） 愛知県衛生研究所

年齢階層
（名古屋市を除く）
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計 254 1,015 31 254 612 257 24 182 90 1 0 4 2 59 0 13 0 0 7 0 0
～6ヶ月 67 3 0 1 9 6 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0
～12ヶ月 63 5 1 1 28 19 0 1 56 0 0 0 1 1 0 0

0歳
1歳 76 25 7 4 109 41 4 6 30 0 0 1 1 2 0 0 1
2歳 17 18 5 5 54 39 8 13 2 0 0 1 0 10 0 0
3歳 19 20 4 25 51 40 3 23 0 0 0 2 0 4 0 0 1
4歳 9 42 3 51 55 51 4 25 0 0 0 0 0 10 0 0
5歳 3 48 3 39 29 31 1 25 0 0 0 0 0 13 0 0
6歳 0 60 4 44 33 12 1 28 0 0 0 0 0 3 0 0
7歳 0 78 1 25 22 8 1 25 0 0 0 0 0 5 0 0
8歳 0 65 2 19 20 5 2 16 0 0 0 0 0 4 0 0
9歳 0 65 0 16 23 2 0 8 0 0 0 0 0 4 0 0

5歳～9歳 2
10歳～14歳 0 361 0 18 55 1 0 10 0 0 0 0 0 3 0 1 2
15歳～19歳 0 117 0 1 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

20歳～ 0 1 5 109 2 0 2 0 0 0 0 0 0
20歳～29歳 34 0 3
30歳～39歳 39 0 6
40歳～49歳 16 0 2
50歳～59歳 12 0 0
60歳～69歳 2 0 0

70歳～ 0 0
70歳～79歳 5
80歳以上 0
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